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看護基礎教育における
無線LAN環境の構築と活用
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概　　要

　“ｅポートフォリオによる自己教育力の育成～モバイル端末を活用した参画型看
護基礎教育で培うキャリア形成～”が文部科学省平成20年度「質の高い大学教育
推進プログラム」に選定され，キャンパス館内に無線ローカルエリアネットワー
ク（LAN）環境を構築した。それにより，平成21年4月から，従来の設置型パソ
コンを用いた有線LANに加え、モバイルパソコンを用いた無線LANの活用が可能
となった。
　今回は，島根県立大学短期大学部・出雲キャンパスにおいて構築した無線LAN
の概要とその環境下における看護基礎教育における活用について紹介する。
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Ⅰ．緒　　言

　わが国では，「いつでも，どこでも，何で
も，誰でも」がコンピューターネットワークを
始めとしたネットワークにつながることによ
り，様々なサービスが提供され，人々の生活を
より豊かにするユビキタス（Ubiquitous）社会
の実現を目指し，情報通信技術（Infomation & 
Communication Technology）戦略の推進が図
られている（総務省，2007）。また，インターネッ
トの利用者は年々増加し，平成21年度の人口普
及率は78.0％で，使用する端末もパソコン，モ
バイル端末，ゲーム機・TV等と多様化してい
る（総務省，2010）
　島根県立大学短期大学部・出雲キャンパス（以
下，キャンパスとする。）においては，前身で
ある島根県立看護短期大学の開設時から，館内
にLocal Area Network（以下，LANと略す）注１）

環境を構築し，活用してきた。また，“ｅポー
トフォリオによる自己教育力の育成～モバイル

端末を活用した参画型看護基礎教育で培うキャ
リア形成～”が文部科学省平成20年度「質の高
い大学教育推進プログラム」に選定され（吾郷，
2009），キャンパス館内に無線LAN注２）の環境
を構築した。それにより，平成21年4月から，
従来の設置型パソコンを用いた有線LANに加
え、モバイルパソコンを用いた無線LANの活
用が可能となった（図１）。
　一方，我々は「参画力」を「自らそこにコ
ミットし，課題解決に向かう行動を企画・実
施・評価できる力」と定義し，学生の参画力育
成に向け，学生参画型看護教育に取り組んでき
た（吾郷，2007）（吾郷，2008）。その一方法
として，学生の学び・感想・意見をラベル化
し，あらゆる活用を実践してきた。それを，更
に活発化するため，ラベル管理の簡易化，多方
向からのリアルタイムなコミュニケーションを
目指し，2007年より株式会社エネックスが開発
した携帯電話を利用する参画支援ソフトウェア
“E

エ シ リ ス

CILS”（Enex Creativity Information Link 
System）を導入し活用してきた。平成21年度
からは，学生にモバイルパソコンを貸与し，館
内の無線LAN環境下で活用できるようにした。＊ 株式会社エネックス
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図１　インターネット活用環境のイメージ

図２　キャンパスの無線LAN環境
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　今回は，キャンパスにおいて構築した無線
LANの概要とその環境下における看護基礎教
育における活用について紹介する。

注１） Local Area Network（ローカル・エリア・
ネットワーク）とは，広くても一施設内程
度の規模で用いられるコンピュータネット
ワークのことである。

注２） 無線LANとは，ケーブルの代わりに電波を
利用してLAN接続する技術のことである。
現在はIEEE 802.11a/b/gに準拠した製品が
主流になっている。屋内での利用が一般的
だが，屋外で使える公衆無線LANサービス
などもある。1999年から普及し始めた。

Ⅱ．無線ＬＡＮの構築

１．アクセスポイント
　無線LANのアクセスポイントからの通信範
囲は，屋内なら30m～60m，屋外なら60m～
100mと報告されている。また，アクセスポイ
ント１台で接続できるクライアントの数は，実
用上20台ぐらいだと言われている。このことか
ら，同時にアクセスするであろう学生数等を考

慮し設計した。館内には合計30台のアクセスポ
イントを設置し，中講義室（定員88名）と大講
義室（定員300名）には各４台，小講義室（定
員44名）は各３台，廊下に９台，食堂等がある
福利棟に３台である（図２）。なお，無線LAN
のアクセスポイントはアライドテレシス社ＡＴ
－ＴＱ2403を採用し，館内の天井に設置した（写
真１）。

２．通信形態と範囲
　無線LANの電波は，コンクリートを通過
しにくく，電子レンジや医療用器具などと電
波干渉の可能性がある。また，有線に比べ最
大転送速度が劣る。そのため，通信形態は
IEEE802.11a/b/gを採用し，授業の妨げになら
ない速度を確保した。また，各アクセスポイン
トのチャンネルを固定化し，他からの電波の干
渉を防ぎ，館内の広範囲にわたるインターネッ
ト環境を確保した。
　そのため，貸与しているモバイルパソコンを
用いれば，教室の中だけでなく館内でいつで
も・どこからでもインターネット環境を通した
コミュニケーションが可能となった。
　一方，無線LANにおいては，セキュリティ

写真１　無線LANのアクセスポイント
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対策が特に必要であり，ネットワークへの認証
機能としてIEEE802.1x認証を採用した。具体
的には，学内にRADIUSサーバを設置し，そこ
から暗号化された証明書をモバイルパソコンに
インストールする事によって，学内で認められ
たもののみネットワークに参加させることでセ
キュリティの向上を図った。

Ⅲ．看護基礎教育における活用

　キャンパスの館内に無線LANの環境を構築
後は，モバイルパソコンを用いて参画支援ソフ
トウェア“E

エ シ リ ス

CILS”が活用できるようになった
（写真２）。当然，従来からの携帯電話も同様に
活用できるが，モバイルパソコンを利用するこ
とで，従来の携帯電話の契約内容によって発生
していた学生の経費負担は無くなった。また，
携帯電話は契約内容によって，送信文字数に比
例して料金が高くなるため，表示文字数等を少
なくするなどに配慮したシステムであった。そ
のため，アンケートの質問は表示されず，別に
示す必要があった。しかし，無線LANの環境

下でモバイルパソコンを用いることとなり，よ
り便利なシステムに更新した（表１）。
　また，無線LANの環境下で授業することに
より，インターネット上で確認できる最新デー
タ等のURLを伝えればモバイルパソコンで授
業中に確認することができる。そのため，教
員は今まで資料を作成し配付していた情報を，
ペーパーレスでより多く提供し，確認できるよ
うになった。それにより，学生は必要に応じて
最新の情報を自分で収集する力を身に付けるこ
とができる。

表１　エシリスの利用機器による機能対比
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写真２　講義室でエシリスを活用している様子
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Ⅳ．考　　察

　数多くの大学において無線LANの環境が構
築され紹介されている（杏林大学総合情報セン
ター，2010）（同志社大学ＩＴサポートオフィス，
2010）（神戸市外国語大学，2010）。無線LAN
のメリットとして①ケーブルがいらないのでレ
イアウトが自由，②配線トラブルがない，デメ
リットとして，①通信が不安定，②セキュリティ
対策が特に必要，③最大転送速度が有線に劣る，
こと等が報告されている（東海大学，2010）。
　我々は，キャンパスに無線LANの環境を平
成20年度に構築し，館内いつでもどこからでも
インターネットを活用できるようになった。平
成21年度の新入生から順次モバイルパソコンを
貸与し，“E

エ シ リ ス

CILS”のシステムをモバイルパソ
コン用に更新した。セキュリティ対策について
は最善を尽くし，通信の不安定さや転送速度に
ついてはモバイルパソコンの性能による限界も
あり，考慮して使うように説明している。
　このような無線LANと端末の環境が整った
ことで，参画型看護教育の有効なツールである
“E

エ シ リ ス

CILS”の送信文字数を考えることなく無料
で活用できるなど，機能を向上させることがで
きた。また，授業ではペーパーレスによる情報
提供が可能となり，大学が提供・活用している
統合学生情報システムへのアクセスなどの利便
性は確実に向上したと考えている。
　ユビキタス社会における「いつでも，どこで
も」とはパソコンによってネットワークにつな
がるだけでなく，携帯情報端末をはじめ屋外や
電車・自動車等、あらゆる時間・場所でネット
ワークにつながる事であり，「何でも，誰でも」
とはパソコン同士だけでなく家電等のあらゆる
物を含めて，物と物，人と物，人と人がつなが
ることである（総務省，2007）。キャンパスに
おいても，無線LANの環境下におけるこの環
境を有効に活用して，物と物、人と物、人と人
がつながることを期待している。
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